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シューベルト：4つの即興曲 D935 より 第1番 ヘ短調／第2番 変イ長調
Schubert: Vier Impromptus D935, Nr.1 f-Moll/Nr.2 As-Dur

シェーンベルク：6つの小さなピアノ曲 Op.19
Schönberg: Sechs Kleine Klavierstücke Op.19

シューベルト：4つの即興曲 D935 より 第3番 変ロ長調／第4番 ヘ短調
Schubert: Vier Impromptus D935, Nr.3 B-Dur/Nr.4 f-Moll

　
モーツァルト：幻想曲 ハ短調 K475

Mozart: Fantasie c-Moll K475

ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第21番 ハ長調 Op.53《ワルトシュタイン》
Beethoven: Sonate für Klavier Nr.21 C-Dur Op.53 “Waldstein”
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全席指定 6,000円
U-25 3,000円

Friday, 24 November 2023 
19:00 TOPPAN HALL

トッパンホール
19:00開演

ティル・フェルナー

11 242023
金
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Till Fellner

　今回のプログラムで取り上げるモーツァ

ルト《幻想曲》ハ短調、ベートーヴェン

《ワルトシュタイン》、シューベルト《4つ

の即興曲》D935、シェーンベルク《6つの

小さなピアノ曲》は、いずれも若き日から

探求を重ね、繰り返し聴き手に問うてきた

お気に入りの作品たち。「グローバルな視

点に立ち、グローバルな時代に生きている

自分にとって、ウィーンに生まれ育ったこ

とは何の意味ももたない」と日頃から強調

するフェルナーは否定するかもしれない

が、ここに選ばれた作品が、いずれも

ウィーンに生まれ、育まれ、ウィーンから

拡がっていった音楽というのがおもしろ

い。彼のことだからそのこと自体はちゃん

と深く理解しているに違いない。いまそこ

を彼に問うたら何と答えるのか…、反論を

多く唱える姿が目に浮かぶが、果たして奏

でる音楽はどのような姿を纏って現れるの

であろうか。演奏家の生き方とそのルーツ

を覗き見る上でも興味深く楽しみな一夜だ。

　現代において、端正な音楽で人の心を掴

まえ、感動させることはなかなかに難し

い。そんな苦行ともいえる生き方に真っ向

から取り組み、多くのファンを獲得してい

るピアニストがティル・フェルナーだ。練

習の虫でもある彼は、時間の許す限り、作

品、音楽、そして自身の音をどこまでも彫

琢し続ける。優れた職人のようなその音の

肌触りがいまの時代にあって、ある種のな

つかしさ、貴重性、そして多くの共感を呼

ぶのだろう。

　コロナ禍での中止を経て、ようやく我々

の前に姿を現した今年2月の来日は、アン

ナ・ルチア・リヒターと組んだブラーム

ス、シューベルト、シューマンのリート公

演だったが、リヒターがもう少し自由な感

情の飛翔を望んだ時でもフェルナーの姿勢

は揺るがない。そしてそれが頑なで柔軟性

に欠けるという形にはけっしてならないと

ころがおもしろかった。若き日には時に依

怙地と思わせたフェルナーの音楽に、いつ

しか自信と風格が漂ってきた証左であろう。
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